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研究成果の概要（和文）：外来に通う高齢者のフレイルの有病率は、地域在住の一般の高齢者よりも高く、特に
冠動脈疾患、心不全患者で高かった。フレイル群は非フレイル群に比べ高齢、低BMI、認知機能低下、骨粗鬆
症、脳卒中/心筋梗塞/心不全/悪性腫瘍/糖尿病の既往歴が高かった。多変量解析を施行すると心不全や心筋梗塞
がフレイルのリスク増加に関連していた。一方、心不全や心筋梗塞既往のフレイルは日常生活の活動度が高けれ
ば、進展が抑制される傾向があった。

研究成果の概要（英文）：The prevalence of physical frailty among elderly patients attending 
outpatient clinics was higher than that among community-dwelling elderly people, especially among 
patients with coronary artery disease and heart failure. Compared with the non-frail group, the 
frail group was more likely to be older, have a lower BMI, have lower cognitive function, 
osteoporosis, and a history of stroke/myocardial infarction/heart failure/malignancy/diabetes. 
Multivariate analysis showed that heart failure and myocardial infarction were associated with an 
increased risk of frailty. On the other hand, the progression of frailty due to heart failure or a 
history of myocardial infarction tended to be suppressed if the level of activity in daily life was 
high.

研究分野：循環器

キーワード： フレイル　心不全　虚血性心疾患　転倒　長期予後
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研究成果の学術的意義や社会的意義
フレイル評価は現在日常臨床で評価されていないが、循環器疾患だけではなく内科疾患で通院している患者では
同年代の地域住民と比べ、高いことが実証されたことやフレイルは転倒の予測因子であることが明らかになり、
転倒は日常生活の質の低下や死亡と関連していることから日常臨床でのフレイル評価を実施する臨床的意義は極
めて高いと考えられる。また、日常生活での運動療法もフレイルへの進展を抑制に関与することが示唆されたこ
とから、高齢者への日常生活での歩行運動の寝たきり予防への普及への社会的アピールに繋がると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 

１．研究開始当初の背景 

健康寿命の延伸、寝たきりや要介護状態を予防することは患者本人だけでなく家族や社会的に

もニーズの高い問題である。フレイルは老化に伴う種々の機能低下を基盤とし、様々な健康障

害に対する脆弱性が増加している状態、すなわち健康障害に陥りやすい状態である。健康障害

の中には日常生活障害、要介護状態、疾病発症、入院や生命予後などが含まれる。フレイルに

おちいると 7年間の死亡率が健常者に比べて約 3倍、身体能力の低下が約 2倍増加するが、身

体的ストレスにも弱い状態にあり、負の連鎖が起こりやすい状態でもある。 実際、フレイルは

心臓手術を受けた高齢患者における術後合併症や死亡率の予測因子であるとの報告もある。し

かし、フレイルを日常臨床において外来患者で的確に診断することは難しく、その予後、まし

てや介入のよる臨床効果の報告はない。さらに、フレイルと診断できた患者にどのような治療

を行えば、フレイルの状態から脱し、心血管事故を予防し、要介護状態におちいるリスクも軽

減するかの報告も乏しい。しかし、現実にはフレイルに焦点をあてることなく、薬物や手術な

どの介入を施行している。我々の責務として、実態調査 (フレイルの頻度と予後) を行い、そ

の上で筋力低下、体重減少などの身体的および精神的な活力低下への介入など方策を立てる必

要がある。 

２．研究の目的 

65 歳以上の冠動脈疾患および心不全患者のフレイルを測定し、その頻度と予後の実態を把握
し、運動介入がフレイルの進展予防や心血管事故予防に結びつくかを検討することを目的とし
た。 

３．研究の方法 

65 歳以上の内科疾患をもち自力歩行で高齢者医療センターへ通院している外来患者を対象に、

1,042 人がこの観察研究に登録した。次の点に注目して横断研究と縦断研究を実施した。(1)フ

レイルの頻度と予後、(2) 歩行運動とフレイルの予防、心血管事故予防効果を検討した。エン

ドポイントは４年後の① フレイルスコア、② 認知症、③筋力・骨粗鬆症、運動能、④心血管

事故とした。登録時には病歴、認知機能関連質問票（Mini-Mental State Inspection；MMSE）、

老年期うつ病スケール 15（GDS15）、心電図、歩行速度・握力、骨格筋量（全身二重 X線吸収測

定：DXA） ）を調査した。 フレイルは、日本版心臓血管健康調査基準（J-CHS）に従って診断

し、フレイルと調査因子との関連を検討した。対象患者は内科に徒歩通院する患者でコントロ

ールとし、当初の予定では冠動脈硬化患者を比較する予定であった。しかし、当院は高齢者が

多く、冠動脈造影で冠動脈疾患が確定できた患者が少なかったことや COVID-19 により登録や

研究が寸断されたため、冠動脈疾患患者の登録が思うように進まず、心不全患者も対象とし

た。コントロールは循環器疾患以外で外来通院している内科疾患患者とした。 

４．研究成果 

1,042 人の参加者のうち、172 人の患者 (16.5%) がフレイルと診断された。年齢中央値は



78.4 歳で、581 人（55.7％）が女性であった。 背景因子をフレイル群と非フレイル群を比較す

ると、フレイル群は高齢で、脳卒中/心筋梗塞/心不全/悪性腫瘍/糖尿病の既往歴の罹患率、服

用薬剤数が有意に高く、女性、BMI、MMSE が有意に低率であった(p<0.05)。 心筋梗塞、心不全

患者ではフレイル率が 25％と高かった。多変量解析では、年齢（OR 1.06）、女性（OR 0.11）、

BMI（OR 0.75）、MMSE（OR 0.91）および骨粗鬆症（OR 1.74）心不全 (OR 1.22)がフレイルに関

連する因子であった（p<0.05）。心不全や心筋梗塞患者は 300 名であり、フレイルの予測因子は

年齢（OR 1.05）、女性（OR 0.33）、BMI（OR 0.75）、MMSE（OR 0.91）であった。心不全や心筋

梗塞患者では日常の運動（歩行）強度が高い群でフレイル度の進展が抑制できた。また、長期

予後においてフレイル群で転倒リスクが高く、１年の追跡では心血管イベントとの関連は明ら

かではなく、3，4年の経過を待っている。 

通院する高齢者の身体的虚弱の有病率は、地域在住の高齢者よりも高く、特に心筋梗塞既往、

心不全患者で高かった。フレイル群は非フレイル群に比べ高齢、低 BMI、認知機能低下、骨粗

鬆症、脳卒中/心筋梗塞/心不全/悪性腫瘍/糖尿病の既往歴が高く、多変量解析でも心不全や心

筋梗塞がフレイルリスク増加に関連する要因として特定された。一方、心不全や心筋梗塞既往

のフレイルは日常生活の活動度が高ければ、進展が抑制される傾向があった。 
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